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A　bs　tract
Development　and　Takayoshi　Kido　of　the　national　design
Apolitical　role　of　Takayoshi　Kido　and　Kaoru　Inoue　to　consider　by
the　coming　and　going　of　the　letter
OCHIAI　Hiroki
　　　When　we　argue　in　the　late　Tokugawa　period　and　the　history　of　the　Meiji　revolution，　I
cannot　lack　in　three　people　of　Takayoshi　Kido／Takamori　Saigou／Toshimichi　Okubo．
Documents　understanding　movement　of　Kido　are“A　diary　of　Takayoshi　Kido”and“The　d
ocuments　of　Kido”．“The　document　of　Kido”consists　of　the　Ietters　which　Kido　wrote　as
documents　mainly　on　the　opinion　book．　On　the　other　hand，　there　are　a　lot　of　letters　sent　at　hand
of　the　wickeし“The　document　related　to　Kido”made　this　printing　type．　It　is　Hirobumi　Ito　and
Kaoru　Inoue　that　I　was　able　to　support　the　wicket　which　came　to　stand　in　the　front　hne　of　the
politics　as　the　top　of　the　Choshu　group　in　the　nearest　situation．
　　　Kaoru　Inoue　was　two　years　late　behind　a　wicket　and　was　born　in　l835．　All　two　of　them　are
samurais　of　Ohgumi，　and　social　position　is　the　top　than　Ito．　As　fbr　the　letter　which　Inoue　sent　to
Kido，　a　thing　departing　in　the　UK．　in　1863　just　befbre　that　becomes　a　beginning．　The　wicket
strengthens　relations　with　a　feudal　clan　going　along　with　Choshu　and　was　going　to　restrain　a
radical　route，　but　I　become　a　civil　war　and　take　refuge．
　　　When　the　new　government　was　established　in　1868，　Inoue　was　dispatched　in　Nagasaki．
Inoue　sends　a　detailed　report　to　Kido．　Okubo　criticized　radical　refbrm　of　Kido　and　Inoue　and
compromised　temporarily．　However，　Satsuma　adapted　itself　to　Choshu　to　strengthen　power　of
the　government　and　abolished　a　feudal　clan．
　　　Kido　visits　U．S．A．　and　the　Europe　in　1871．　On　the　other　hand，　Inoue　started　fiscal　refbrm　in
the　country．　Both　criticize　system　ref〈）rm　beyond　the　level　of　the　developmenしInoue　lost　his／
her　position　in　l873．　Kido　who　went　back　to　its　own　country　resigns　as　a　minister　against
armed　fbrces　dispatch　to　Taiwan．　Two　people　were　going　to　carry　out　slow　refbrm　with　an　aim
by　the　introduction　of　the　constitutionalism　system　afterward．　Kido　dies　in　l877．　Inoue
contributed　to　modern　national　construction　while　backing　up　Ito　of　the　younger　student．
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国家構想の展開と木戸孝允
一往復書翰からみた木戸孝允と井上馨一
落　合　弘　樹
はじめに
　幕末・維新史を論じる場合，木戸孝允・西郷隆盛・大久保利通の「維新三傑」を欠くことはできな
い。「三傑」についてはそれぞれ詳細な伝記が編纂されており，木戸孝允の場合は妻木忠太『松菊木
戸公伝』が筆頭といえる。妻木はr偉人周布政之助翁伝』や『来原良蔵伝』，『前原一誠伝』など長州
藩関係者の伝記を多数執筆しているが，そのなかでも『松菊木戸公伝』（1927年，木戸公伝記編纂所）
は代表的著述といえよう。安政期から西南戦争期にいたるまでの長期の政治活動新政府の参与，参
議，長州閥の総帥という重要な立場を考えると，木戸の比重は高くなる。妻木は最も精力的に木戸の
伝記執筆にとりくんでおり，『松菊木戸公伝』執筆後も，それを補う　『史実考証松菊木戸逸事』（1932
年，有朋堂），木戸の身辺にいた人々の談話筆記である『史実参照松菊木戸公逸話』（1935年，有朋堂）
を刊行している。ちなみに，『史実参照松菊木戸公逸話』の手書き原稿は，明治大学図書館に保存さ
れている。
　木戸の動向を調べる場合に不可欠な文献は，日本史籍協会叢書『木戸孝允日記』（一九三二年）と
『木戸孝允文書』（1929年～1931年）である。同じく日本史籍協会叢書に含まれる『大久保利通日記』
（1932年）および『大久保利通文書』（1927年～1929年）とならび，日本近代史における最重要史料
となっているが，その編纂に携わったのも妻木だった。『木戸孝允文書』は，意見書を中心とした書
類と木戸の発した書翰からなっている。『大久保利通文書』や『大西郷全集』と同様編集者すなわ
ち妻木は，東京はもとより山口，京都など全国を奔走して木戸の手による文書を求めて奔走したと思
われる。
　その一方，木戸侯爵家に残された木戸宛の来翰も多数に上り，これも妻木によって綿密な整理がな
されている。「木戸孝允関係文書』は，木戸宛の来翰を活字化したものであり，原本が散逸し妻木ら
が作成した謄本のみ残っている書翰も少なからず存在する。『大久保利通関係文書』（1965年～1971
年，吉川弘文館），あるいは『伊藤博文関係文書』（1973年～1981年，塙書房），と同等の，最重要の
史料であるにも関わらず，刊行が遅れたのは残念といえよう。ただし，木戸家の文書が全く非公開
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だったわけではなく，たとえば大久保から送られた書翰の大部分は，『大久保利通文書』に含まれて
いる。筆者は原本と再度照合したが，錯誤や割愛された箇所は見当たらなかった。高杉晋作からの書
翰は，2009年2月時点でまだ刊行にいたっていないが，『高杉晋作史料』（2001年マツノ書店）にす
べて含まれている。ただし右は例外的で，木戸を中心に著述された『松菊木戸公伝』（1927年，明治
書院）も，それほど木戸宛の書翰を収録はしていない。
　長州閥の総帥として，政治の第一線に立つようになった木戸を，近い立場で支えた有力者の筆頭
は，いうまでもなく伊藤博文と井上馨である。彼らからの来翰は，重要度の点でも筆頭にあげられよ
う。筆者は，『木戸孝允関係文書』第一巻のうち，明治2年から7年までの木戸宛井上馨書翰の翻刻
を行った。重要な書翰については『世外井上公伝』（1933年，内外書籍）に多数引用されているが，
全体を扱っているわけではなく，全貌が活字化されたのは『木戸孝允関係文書』第一巻が最初である。
扱った範囲の前後を含め，特徴的な井上馨の木戸宛て書翰を紹介しつつ，あわせてそれに対応する
『木戸孝允文書』収録の木戸の発翰をも照応させながら，両者の関係と彼らをとりまく動向について
考察していきたい。なお，周知の通り木戸は慶応元年（1865）に変名するまで桂小五郎として知ら
れていたが，便宜的に木戸孝允で統一する。
1．幕末期の木戸と井上
　木戸は天保4年（1833）に萩の呉服町で，藩医和田昌景の長男として生まれ，7歳の時に大組士
桂九郎兵衛の養子となる。一方，井上馨は木戸より2年遅れて天保6年（1835）に大組士井上光亨
の次男として山口で生まれた。木戸より2歳年下，高杉晋作より4歳年上である。萩藩の家臣団は
6000人を数えたが，士分の家格は以下のようになる。
　　一門　　宍戸家1万1329石　右田毛利家1万6023石　厚狭毛利家8371石
　　　　　　吉敷毛利家1万855石　阿川毛利家7391石　大野毛利家8618石
　　準一門　益田家1万2063石　福原家1万1314石
　　寄組　　堅田家（6126石），国司家（5600石），粟屋家（4915石）ほか62家
　　大組　　1400名
　準一門は永代家老，寄組からは当職・当役を担当する一代家老が選ばれた。その下に属する大組は
藩士の中核で他藩の馬廻に相当し，用談役や裏判役，直目付など藩官僚は彼らによって占められた。
木戸や井上のほか，周布政之介，長井雅楽，高杉晋作，広沢真臣，前原一誠　山田顕義もここに属す
る。その下に置かれた家格としては，三田尻に居住し旧村上水軍の系譜を引く御船手組，さらに寺社
組遠近付，無給通徒士，三十人通，士雇細工人，足軽，中間と続いた。藩庁と距離を置いて幕
末政局に大きく関与した有志は，高杉のように大組に属する者もいたが，多くは下級家臣の出身であ
る。たとえば吉田松陰，寺島忠三郎，山県有朋は無給通，品川弥二郎は士雇，入江九一や伊藤博文は
足軽の家に生まれている。
　いずれにせよ，木戸も井上も藩官僚ωとして藩政の中核に立つべき立場であり，ともに明倫館で
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学び江戸で江川太郎左衛門などから洋学を学んでいる。両者とも松下村塾の塾生ではないが，木戸
は吉田松陰の薫陶を受け，井上は高杉など松陰門下と親しい関係にあった。藩官僚としてのキャリア
は木戸の方が年長だけに早く，なおかつ高い地位に付いている。井上は木戸より一回り若い伊藤博文
とともに，「維新三傑」に続く第二世代と評されているが，むしろ両者をつなぐ世代で，生年が近い
人物として坂本龍馬や五代友厚があげられる。
　木戸は嘉永5年（1852）に剣術修行のため江戸の斉藤弥九郎道場に入門し，塾頭になるとともに，
水戸藩士など諸国の有志と交友する。また，ペリー来航以降の対外関係の激変や吉田松陰の壮絶な死
を通じて尊王援夷論に傾斜していくようになる。藩の内外に一目置かれる存在となった木戸は，有備
館舎長として藩邸内の教育を統括する存在となり，桜田門外の変があった万延元年（1860）には，
水戸藩士西丸帯刀と長州藩保有の丙辰丸で会見し，両藩有志の提携を約束した。体制変革にむけての
直接行動と横断的結合に向けた政治工作という二つの流れをそれぞれが分担しあったことから「成破
の約」と呼ばれるが（2），一橋派大名の，有志大名の意思を幕政に反映させるという挙国一致論から
脱却した，幕府を相対化し朝廷の求心力のもとに外圧に耐えうる国家体制を構築するという，木戸の
国家構想が具体化したものといえよう。ただ，「成」と「破」のうち，「成」を引き受けるあたりに，
剣豪とされつつも粗暴な直接行動に否定的な木戸の根本的な姿勢が現れているといえよう。
　和宮と将軍家茂の婚姻で外見的な公武合体がなされた文久元年（1861）から，中央政局をめぐる
国内秩序はめまぐるしく動きだした。きっかけとなったのは，長州藩直目付長井雅楽の，「航海遠略
策」による公武周旋で，通商条約を締結した幕府と撰夷論に立つ朝廷というねじれを修復すること
で，藩に対する朝廷の信頼と幕府への影響力を確保するという方策だった。藩主および周布ら「正義
派」首脳も賛同し，藩論として長井は工作を進める。幕府に反省と体制変革を暗に求める方策だった
が，高杉や久坂玄瑞ら有志は苦境に陥った幕府への助け舟と解釈し，長井の抹殺を図る。その後，文
久2年に島津久光が薩摩藩兵を率いて上京し，大原勅使を伴って江戸に入って幕政改革の断行と安政
の大獄処分者の復権，井伊政権関係者の処罰を求め，文久の幕政改革が進められた。長州藩は中央政
局への参入で薩摩藩に先を越されたが，幕権の後退と生麦事件に刺激され，京都では諸国から上洛し
た有志が破約撰夷という叡慮の即行を求め，倒幕運動を展開していた。そうした有志の中核には，久
坂をはじめとする長州藩有志が存在したが，それまで航海遠略策を支持していた周布ら藩官僚は，奉
勅擾夷に藩論を転換していく。木戸は藩論転換に大きく関与しており，右筆政務座副役として藩政
の中枢に立つ。さらに学習院御用掛として朝議にも参与できる立場となった。
　長州藩を基盤とする尊穰激派は，公家の有志とも結合し，別勅使三条実美を江戸に送って破約嬢夷
を幕府に督促したが，「叡慮」が撰夷即行であると理解すると，文久3年（1863）に入るとより強い
態度で幕府に擾夷の履行を求めた（3＞。具体的には失政の謝罪という含みを持たせた将軍上洛，明確に
臣下と位置づけた形式での参内と賀茂社行幸への随従，条件付の「庶政委任」（事柄によっては朝廷
が大名に直接指令を送ることもあるとした），さらには撰夷期限の確定，親征のための大和行幸計画
と，幕府を窮地に追い込んでいく。その一方t長州藩は下関で外国商船に砲撃を加え，全国に先駆け
て撰夷を断行した。戦争覚悟の即今撰夷が本当に孝明天皇の意思であったかについては，天皇自身は
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早い段階で開国が不可避であることを認識していたが，撲夷熱が高まるなか，安政期に井伊政権との
対抗から過熱して表明した議論に束縛され，長井雅楽や島津久光が望んだ衆議を経た上での開国への
軌道修正を図ることも積極的にはできず，ことさら過激な撰夷論を「叡慮」として堅持したとされる。
木戸や周布ら長州藩の中枢は，挙国一致での開国と独立の維持を求めており，狂信的かつ破壊的な排
外主義に傾斜したわけでない。援夷熱が強まるなかで，井上馨ら五人を留学生としてイギリスに派遣
したことが，その証左となる。
　4月18日に井上馨と井上勝が洋行の内命を受け，28日に彼らは京都を発つ。木戸が井上に送った
書翰は，国立国会図書館憲政資料室所蔵「井上馨関係文書」も，『木戸孝允文書』も明治2年（1869）
のものが最初で，幕末期のものは残っていないが，井上が木戸に送った書翰は文久3年の洋行直前の
ものが最初となる。2月24日の書翰では，江戸から京都までの経費を百斤としながら高杉には七十斤
と伝えているが，差額は「万一之事御座候節用金」と弁明しており，上京の後，洋行準備のため江戸
に向かう直前の4月25日の書翰では，勝海舟との面談の様子を報知するよう求めるとともに，駕籠賃
が不足だとして割り増しを求めている（4）。京都を発つ当日の4月28日付書翰では，愛人君尾の世話を
依頼している（5）。井上の書翰は金銭と女性の話題が多いが，冒頭からその傾向が出ている。
　長州藩による政局の主導は，入月十八日の政変によって一挙に覆され，長州藩は三条以下の七卿や
尊擾激派とともに京都の中央政局から放逐されることとなる。木戸や周布は無謀な撰夷が可能とは考
えておらず，激派の頭を抑えつつ政局を主導しようとしたが，京都守護職である松平容保と薩摩藩在
京勢力を中心とする大名の勢力から浮き上がり，テロや宮廷工作を利用した政局主導は底の浅いもの
だったことが露呈される。以後，木戸は「正義の藩」との結合で事態を打開しようとし，内部抗争を
調停したことのある対馬藩や，同調的だった鳥取藩との連携強化を図るが，藩内では京都奪回を図る
進発論が強まる。周知の通り長州藩は禁門の変へと突き進み，久坂や寺島ら藩内有志が戦死するとと
もに，「朝敵」の汚名を蒙って征討の対象となり，藩内は「正義」「俗論」の激しい内訂のなかで多く
の人材を喪失していく。
　藩内有志や「正義党」藩官僚の生存者，さらに「俗論党」政府の転覆を断行した諸隊に推戴される
かたちで亡命先の出石から藩の中枢に戻った木戸は，「武備恭順」という割拠の方向に藩を導くが，
諸隊の影響力が格段に強力となった以上，彼らの意向をふまえなければならなかった。井上も急遽帰
国して下関砲撃の外国艦隊との折衝に尽力し，元治の内訂では襲撃により瀕死の重傷を負っている。
木戸が復帰する以前から，大宰府に移動した三条実美らの周辺にいた中岡慎太郎らにより，幕府から
の割拠を目指す薩長二藩の提携を推進する動きがあり，閏五月に木戸と西郷の会見が用意された。し
かし，西郷が上京を急いだため実現せず，木戸は「果たして薩摩の為めに一杯喰わされたのである。
もうよろしい。僕はこれから帰る」と憤慨するが（土方久元『薩長同盟実歴談』），その後は知られる
通り6月に上京した坂本龍馬の斡旋で，薩摩藩名義による小銃の購入を西郷らが認め，長崎で小松帯
刀が伊藤博文と井上馨に長州支援を確約した。井上は小松に伴われて鹿児島に入り，薩摩の意向を確
認して長崎に戻る。薩摩の支援に対し，9月8日に毛利敬親父子は島津久光・忠義に宛てて親書を送
り，両藩は実質的に和解する。亀山社中の仲介を得て長崎から下関に武器が輸送されるが，「崎陽よ
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り取帰り候ミネー並ケベール不残送り方仕候様との御事，明日は出帆仕らせ申候」，あるいは「アル
ムストロンク拾五挺之ガラバえ上杉を以御頼之一件，薩i之酒匂氏え右之事談し候」と9月25日の書翰
に記されるように（6），井上は中心的役割を務めていた。一方，幕府は長州再征の勅許を獲得する。対
応策を責任者同士で協議する必要が生じたため，西郷は12月に黒田清隆を山口に派遣し，代表者の入
京を求める。木戸は薩摩に入ったことのある井上馨を送ろうとしたが，高杉晋作や井上・伊藤博文は
木戸に上京を求めた。木戸は難色を示し，諸隊の問にも薩摩への警戒心が根強く残っていた。井上は
木戸に送った12月21日の書翰で，御楯隊の太田市之進（御堀耕助）などは「死者え対し薩と合力同
心は是迄同有志之恥る処」と唱えているがこのままでは「維持割拠富国強兵」など思いも寄らぬこ
とと嘆き，木戸が上京を断れば黒田に顔向けできないので，是非とも本日中に御返答を願いたいとし
ている（7）。結局，木戸が代表となり，諸隊から太田と同じ御楯隊の品川弥二郎が同伴するかたちで27
日に三田尻を出港，翌慶応2年（1866）1月7日に京都二本松の薩摩屋敷に入った。その後の盟約
成立に関しては諸書で語られているので，ここでは省略する。その後の慶応2年における井上の書翰
は，開戦準備，いりこ干飽等の交易，キング提督との応接，薩摩との交渉など重要な情報を含んでい
る。
2．集権化の加速
　井上は慶応4年（1868）に長崎裁判所参謀　さらに長崎府判事に任命され，浦上のキリスト教徒
処分などにあたっていた。同年の書翰では長崎造船所の運営唐津藩の処分問題「異宗一件」が5
月から6月にかけて5通にわたり木戸に逐一報告されている。「諸藩士連も弟筆頭になり候故欺，崎
陽全権は井上が掌握する杯申触，市中之者色々疑惑を生し候」（8）などと，開港場長崎の統治する責任
者としての気苦労も赤裸々に木戸に吐露している。
　井上は，明治2年（1869）3月に大阪に出張した折に，輔相の岩倉具視から財政の逼迫と金融の
混乱に対する打開策を求められた。この当時，財政基盤が脆弱だった明治政府は太政官札を発行した
が，不換紙幣の乱発は金融を混乱させ，さらに贋悪貨幣の流通についても外国側から補償を求められ
るなど外交問題になっていた。井上は外国人からの借款で急場をしのぐため，4月2日に長崎に戻る
が，前日に木戸に書翰を送った。井上は，1月20日の薩長土肥四藩主からの版籍奉還上表をうけて予
定されている諸侯伯会同について，「東京会議も実に一大事」と述べ，「是非とも藩政御請取之方至当」
とし，そうでなければ「藩政を駕御に術なし」と，大名からの領主権回収にむけて強い決意を促して
いる。一方，木戸は4月7日に伊藤博文に宛てた書翰で，「世外子より別紙到来引きつ・き心配と被
察申候。尤気短かゆへ一入立腹に可有之と被相察申候」と述べている（9）。
　同年10月7日，木戸に宛てた書翰で，井上は山口藩の兵制改革について情報を送っている。杉孫
七郎が示した，奇兵隊など長州諸隊を四大隊二千名に縮小し，うち一大隊500名を精選して政府に献
納するという案について，基本的には同意するが利害得失を考えるべきで，「兵は不得止して用ゆる
の論になけれは必大害」とし，隊の規則や隊長の人選を厳格にするとともに，兵力の提供は政府の命
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令を受けて行うべきだと意見を述べたと伝え，また，禄制改革も進行しているが，山県有朋と御堀耕
助の洋行が決まったため杉が蘇生奮発し，山田顕義も尽力していると述べている。さらに「大隈一人
は是非参議に居候方至て都合よろしくと奉存候」と述べ，「前印・添島ぐらいはどふなりてもよき」
と述べている（lo）。民部・大蔵両省の合併のもと，大隈は大輔として改革を主導し，井上は大丞とし
てこれを補佐し，伊藤博文とともに改革を主導するが，漸進論に立つ大久保利通は，「どふなりても
よき」と井上が軽くみた前原一誠や副島種臣らとともに木戸らの路線を批判し，翌年に民蔵分離を実
現させる。諸隊の再編も強い抵抗を生み，長州諸隊脱隊騒動にいたる。
　脱隊騒動当時木戸と井上は政府の常備軍編成のため帰国していた。井上は兵学寮に派遣していた
兵力の支援を求めて上京し，再び山口に戻っている。山口が鎮静化した明治3年2月11日に下関に着
いた井上は翌日，木戸に「非士非町人之一人を以て初春第二幕切，狂言取組役者取合廻り，舞台之趣
向件々申出置候処実に不人気にて座元も千両役無之故作者も心痛之御様子」と椰楡めいた書翰を
送っているく11）。井上の伝記である『世外井上公伝』（一九三三年，内外書籍）は，木戸に宛てた井上
の書翰を多数引用しているが右の書翰はさすがに触れられていない。幕末以来，藩政府にとって両
刃の剣となっていた諸隊が抑制された後山口藩庁は木戸らが示した集権化に沿うかたちで改革を断
行していくが，井上は3月20日に木戸に宛てた書翰で「矢張此後は朝廷之兵力十分相備え置」，「藩勢
を駕御する自由と奉存候」と，中央の軍事力強化による藩の割拠抑制を唱え，さらに知事家禄と藩庁
経費の分離人員・家禄の整理，金札の処理仏式兵制の採用，「人民自由之権を束縛せさる事」，「褒
賞は一時に限る事」などといった改革案を示している（12）。
　井上は5月に造幣頭に任じられ，数度にわたり大阪に出張しているが，東京では民部大蔵省の推進
する急進改革が農民一揆の激発や地方官の不満を招いたことへの批判が，大久保利通および広沢真臣
を中心に強まっていた。6月17日に木戸は伊藤に「民部大蔵之悪口不一形，宇内之大勢如此相迫り居
候」と警戒感を訴え，大隈重信の参議就任で突破口を開こうとしていた（13）。翌日，井上は木戸に兵
部に三四千の精兵があれば如何様の舞台も出来ると述べ，諸藩からの兵税賦課が実施できなければか
えって威権を落とすと指摘している。また，府県の政令改革と立法の威権を備えなければ藩の反乱
に対応できないとし，「廟堂方略之無，甚以遺憾至極」と漸進派を批判した（14）。
　しかしながら，大隈の参議就任は大久保利通・広沢真臣・副島種臣・佐々木高行らの辞表を掲げて
の反対で実現せず，7月10日には民部・大蔵省の分離が断行され，木戸を中心とする急進改革派は後
退を余儀なくされる。27日には鹿児島藩士族横山正太郎が公論の杜絶や官吏の不品行，木戸らが国内
的混乱の収拾策として征韓を企図していることを糾弾して諌死するという事件が起こり，急進派批判
をさらに加速させることとなった。井上は9月11日に伊藤に「今一御憤発，木，大杯之気力増し候様
御工夫奉祈候」と要望し（15），28日に木戸に送った書翰では「天に有陰晴人に有浮沈」とし，「此時
こそ方略を尽力する時歎と奉存候」と激励している。なお，ことことに木戸に反発し参議を辞職した
前原一誠が帰国すると，「異論のみにて万事不被行」とし，どこかの地方官に宛てるか東京詰めを命
じるよう求めている。この当時常備兵を引き揚げた鹿児島藩が兵を再び上京させて政府に圧力をか
けるとの風聞があった。兵部省から山県有朋が大阪に送られていたが，山田顕義は「山県は敬て棚に
国家構想の展開と木戸孝允
置，使役するを為上策」と述べており，井上も三浦梧楼と鳥尾小弥太を任用し三浦を大阪詰にすべき
で，山県の滞阪が長引くのは不可だとし，「退い候が花の香に御座候」と賛同している（16）。10月25日
に木戸は井上に書翰を送り，三浦の採用に同意している（17）。また，鹿児島の議論が横山の建白を契
機に沸騰して大久保が孤立していることや，政府の方針に渡辺昇や松方正義からも強い批判が生じて
いると伝えている。ll月12日に井上は大蔵少輔に就任する一方，29日に木戸と大久保は薩長の藩力
を挺子に集権化を推進するため，勅使岩倉具視の派遣に先立ってそれぞれの国元に向かった。両藩の
藩主，さらに西郷隆盛に上京を促すためである。12月15日に木戸は井上に宛てて，大隈一人の度が
出過ぎて転覆の危険があるとし，当分は爪を引っ込めるようにと注意を求め，来春まで暇と思いきや
余儀なき次第と愚痴をこぼしている（18）。
　あけて明治4年（1871），正月早々の9日に，参議広沢真臣が何者かに暗殺された。井上は翌日に
木戸に書翰を送り，広沢は「西隅」の不穏な様子に「余程噴発」していたが，そこを狙われたと推測
し，「最早強に発か弱に止歎両条之外目途無之候」と覚悟を伝え，大隈は奮発し，三条実美も兵を用
いるほかないと述べているとし，木戸の東帰を要請している（19）。2月3日に木戸は西郷，大久保
板垣とともに帰京し，薩長土三藩からの兵力提供により御親兵が設置されることとなる。木戸と西郷
は，それぞれ出兵準備のため帰国したが，日田暴動鎮圧に対する鹿児島藩の消極的態度に木戸は苛立
ち，西郷に対する不信感を抱いている。3月26日に井上・山県・三浦に宛てた書翰で木戸は，会計の
問題などを相談したいので井上に帰国を求め，毛利敬親の病気が重いことを理由に上京の猶予を願い
出ている。さらに，脱隊騒動鎮圧以後も九州に逃亡した大楽源太郎らが煽動を続けているにもかかわ
らず取り締まりが立たたないのは遺憾で，諸藩が朝廷を蔑視している。また，西郷も帰藩後の事情が
不明なのは遺感で，この調子なら三藩の結束はかえって四方の疑いを招くと嘆いている（20）。敬親は
28日に没したが，木戸は帰京しようとせず，5月に入って大久保が山口を訪れて説得し，ようやく東
京に戻っている。当時大久保は参議を廃止して諸省の卿を中軸とする新体制を構想し，要の位置に
木戸をあてようと構想していた。西郷や板垣も同意し，井上や山県も単独参議の地位に就くよう説得
したが，木戸は断固として拒否する。木戸は大臣・参議の権限をむしろ強化して諸省の割拠を抑える
ことを主張し，また自分一人が参議に残って准大臣的立場となるのは二階に上げられ梯子をはずされ
るようなものと解釈していたが，根底には大久保や西郷ら薩派への不信感があった（21）。やむなく，
西郷も同時に参議に就任することとなり，6月25日に木戸は不承不承参議に就任している。同日，井
上に送った書翰で木戸は，このうえ紛糾すれば弟も罪人となるので大久保と制度改革・参議就任につ
き議論した。大隈も，一旦木戸に奉命しなければ運転の道はなく，制度は他日卿輔で公議を尽くと説
得してきたので，やむをえず参議を奉職したと述べている（22）。その後も政府内は政体論や人事をめ
ぐる混乱が続いたが，有力諸侯の朝権一定運動に刺激された鳥尾小弥太や野村靖の突き上げがきっか
けに，7月14日に電撃的に廃藩置県が断行された。
　急進改革の動きは加速され，27日には民部省が大蔵省に吸収されて廃藩後における内政の権限を
強化し，井上は大蔵大輔に任じられた。さらに，同月29日には木戸の構想に沿うかたちで太政官三院
制が制定される。大蔵卿大久保利通と大輔井上馨の角逐は人事問題で表面化し，伊藤や渋沢が排除さ
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れる。8月15日に木戸は伊藤に「此度改革之際任用も存分に無之てはと申処より，大蔵には兄を全権
に申出候処，其等之辺に付隠然種々議論」と弁明しているが㈱，21日に井上に送った書翰で，全体
の調和を願うに意外の事のみ多く飽き果てる。伊藤のことは憐れむべきである。大隈は料簡が狭くや
かましい。壮年の鋭気といえども事務上に響く成り行きで残念至極と述べている（24）。しかしながら，
井上は徐々に主導権を回復し，大久保大蔵卿が岩倉遣外使節団の副使として外遊すると，官僚を束ね
て省務を掌握する。とはいえ，強大な権限を持つ大蔵省に対する各省の反発が強まるとともに，批判
は井上に集中することとなる。
3．岩倉遣外使節団派遣と木戸・井上
　岩倉遣外使節団は廃藩置県からわずか4ヶ月後の明治4年11月12日に横浜港を出発した。井上は，
5年2月14日の木戸・伊藤宛書翰で，正院との折り合いは良好であるとしている。農民一揆も沈静化
しており，度会県に神宮守衛を唱えて集結した浪士を捕縛したものの，他はさしたることもなく，旧
藩士も糊口を案じている以外は目立った動きはないと廃藩後の国内情勢が予想以上に平穏だと伝えて
いる。また，五稜郭の旧幕臣が釈放され，大鳥圭介と永井尚志は官員に登用し，榎本は親類預かりに
なったが，静岡の士族は寛大な措置に驚愕しているという。中野梧一は山口県に採用されたが，人望
があり，県内も静誼だと報じている。また，秩禄処分案が策定され，木戸の着目に従い公債を起こす
ことに決定したと伝えている（25）。
　一方，使節団の側は，12月に到着したサンフランシスコで大歓迎をうけ，伊藤の「日の丸演説」
が好評を博するなど幸先は良かった。1月末にワシントンに入り，駐米少弁務使の森有礼や伊藤は，
日本の改革に対するアメリカの高い評価を背景に，当初予定された条約改正交渉の延期ではなく，積
極的に改正交渉に乗り出すよう岩倉らに提言したが　2月3日にフィッシュ国務長官との会見で全権
委任状の不備が指摘され，やむなく大久保と伊藤が12日に一時帰国することとなった。木戸は，改正
交渉の先行きには懐疑的で，軽率にも森を筆頭とする“西洋かぶれ”に乗せられたと反省している。
　明治5年（1872）3月11日に木戸は井上に送った書翰で，伊藤が不日帰朝するはずだが，伊藤を
ワシントンに留め置いて自分が帰朝するのが至当だったと後晦していると述べている。また，国務大
臣は日本の開化を称揚しつつも，日本側に新たな権利を付与することを全く認めないため困惑してお
り，デ・ロング公使と使節も不和になっているとしている。さらに文明開化とともに人々の智慮は増
進したものの悪人が増加しており，日本の開化は智慮より人が早く悪くなるのかと懸念しているが，
とにかく学校教育は十分に着手すべきだと論じた。森については一と山ある男と批判し，国に戻すに
しても文部省に任官させれば国のためにならないとしている。なお，この書翰で木戸は「何卒士族之
始末丈けは少しも速に御手を被下度奉存候」と述べ（26），4月8日には秩禄処分に関する意見を内閣
員に送っている。
　廃藩置県後の最重要課題は，秩禄処分による歳出の削減と，家禄支給の根拠となっている武士の
「常職」の廃止＝徴兵制施行，地租改正だった。木戸は出国前は秩禄処分の実施に積極的で，家禄の
国家構想の展開と木戸孝允
三分の二を公債化して士族に支給し，残った三分の一は政府の手元で貯蓄しておいて10年後に公債を
買い上げるという処分案を独自に考案している。使節団の出発後，井上馨はさらに進んだ禄制廃止案
を打ち出し，かわりに公債を与えると言うプランを実行するため，七分利付外国公債を募集すること
とし，岩倉使節団を追いかけるかたちで大蔵少輔吉田清成がアメリカに派遣された。そして，4月8
日（新暦5月14日）にワシントン入りした吉田もまた，森に大いに困惑させられることとなるが，詳
細は別稿に譲る。井上の処分案をめぐっては，国内では西郷が賛同したものの政府内に異論が生じ，
いまだ「内決」の段階にあった。使節団の側でも大使の岩倉が吉田に「ちと急に過ぎたり」と難色を
示したが，政府決定である以上はいまさら変更できないと説得されて，渋々ながら承知している。た
だ，太政大臣三条実美に対しては，「今少寛容の御処置に出候様偏に懇願」すると再考を求めた。
一方，「木戸先醒は御満足と相考へ申候」と井上が期待した木戸は，吉田にとくに異論は差し挟まな
かったが，『木戸孝允日記』には「今日是を所置す過刻に似，また其術を得ると思わざるものあり」
と感じ，「切に後来の為如何を深案」したとある。木戸にとって井上らのプランは，彼が出国前に三
条太政大臣に求めた「旧士族の安堵仕り候様御所致」が欠落していた。木戸は留守政府の首脳たちに
あてて，家禄を一時に奪えば華士族が困窮することや，禄制の由来など各種の事情をふまえたうえで
内決をみるに至ったのかと，遠回しな言い方で秩禄処分案への不満を表明し，「朝廷の御厄害に至ら
ざる儀肝要に御座候」と士族の保護を求めたのである⑳。
　一方，この当時の国内は大蔵省の巨大な権限と井上の健全財政論にもとつく歳出の抑制に対し，開
化を急ぐ各省からの反発が強まり，参議も西郷は廃藩に憤慨して鹿児島に割拠する島津久光の対応に
追われ，大隈や板垣は傍観の態度を取ったため，井上は孤立の度合いを強めていた。3月ll日付の木
戸の書翰への返書として6月10日に記した書翰で井上は，森の文部任用はありえないことと，廃藩後
の財政運営が落ち着きつつあるが，正院や左院から「威権掌握」と悪評を受けているとを報じている。
また，国力を斜酌せずに新事業を試みるのは日本人の弊風だとし，このままでは数年で財政の破綻を
きたすので，正院の指導力を回復するため，木戸が早々に帰国するように望んでいる。条約改正につ
いても，国内が今日の状況なら内外平均を失しすると反対し，「何分世間開化之なまききの人多人数
に相成，実以生等之見込とは相違候事多く，遺憾至極」と嘆いている㈱。
　これに対して木戸は，9月14日にイギリスのエジンバラから返書を送り，文久以来十年の変遷は
夢の如きだと幕末からの足跡を回顧しつつ，全権委任状の不携帯や片務的最恵国待遇に対する知識の
欠如は実に失策であるとし，欧米の開化は根本が深いのに対し，日本はいまだ皮膚上の開化に急なば
かりで国力の損耗は度外視していると批判している。特に槍玉に上がったのが森で，自国を誹読し恥
を外に売ると糾弾している。一方tプロシアの富強は驕奢を抑え沈着に進歩するものと感銘を受けた
と述べているが，これはドイッ留学中の青木周蔵とロンドンで面会し，君主権が強力でユンカーがそ
れを補強するドイッの国制と漸進主義に強い関心を抱いたことと照応している（29）。以後木戸は国
憲の制定と君主制の確定，華士族の位置づけに強い関心を抱くようになる。
　この頃から木戸は体調が悪化するとともに大久保や伊藤との行き違いも生じて神経を磨耗させ，一
方の井上も過大な財政要求を行う諸省との対立に追われ，互いに周辺への愚痴とストレスを言い合う
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ようになるが，書翰の到達に数ヶ月の時日を要したこともあり，両者の感情が齪饒をきたすことも
あった。
　10月18日付けの書翰で井上は，各省の予算要求に困惑しており，「愚輩はアラビヤ〔馬〕の醜名を
蒙り居候処，日本出来のアラビヤ沢山出産候而，各省も銘々出店を起し候気位にて，其店を盛にせん
と種々無量の思考を致し」と皮肉交じりに述べ，大使一行が来春に帰国したら辞職するつもりだと伝
えている。さらに当時政府内で取り沙汰されていた台湾問罪論に不同意の立場を示した。また，来春
には士族卒に禄券を発行する予定だとし，「大蔵省の威権強大の説」が蔓延して，味方は大蔵省官員
と山県と鳥尾だけだとする㈹。その後11月5日に予算配分の内決が覆って大蔵省と正院と衝突し，
母親が病死した衝撃もあって，井上は翌年1月14日まで出仕しなかった。
　この書翰は3ヶ月を経て1月下旬に木戸の手元に届いた。明治6年（1873）1月28日に木戸は，
まず井上の母の逝去に哀悼を示し，さらに「何卒漸を以て真の文明の境地に至る様と前途苦慮」して
いると述べた。木戸は国憲の制定に強い意欲を抱き，精力的に調査を行っていたが，日本は日本だけ
の法も立てるべきだとしている。また，井上の辞意については「此処こそ御維持ありたし」と留意を
求め，娼妓解放については風俗が取り紛れては健康の保護を害すと賛成している。ただ，秩禄処分に
ついては，「禄券一条につき一書を呈言すれども寸答もなし」とt自分の意見への反応がないことに
苛立ち，無益だから意見は述べないと投げやりな姿勢を示した（31）。
　木戸が井上に9月に送った書翰もこの頃に届いたようだが，各省定額問題で自分がいかに苦慮して
きたかを，経緯を詳述しながら訴えている。また，内決後に工部省が独自に公債募集を企図したうえ
に正院が承認し，さらに増額要求が各省より再発したため辞職を決意したものの，結局は内決の線に
戻り鉄面皮で再勤していると述べている。こうした辛酸を舐めているおりに届いた，本国の現状を皮
膚上の開化と批判する木戸の書翰は，日頃短気な井上の痛にさわったらしい。「御文中には生杯表面
開化之魁之様に被思召候哉に奉推読」と引き受けたうえで，いろいろ不評判も届いているだろうが，
それを木戸が真に受けても弁解しないとし，「即時退隠は望所に御座候」と開き直っている。また，
留守中管理していた木戸の給与は三井に預けてあるが，気に障るならいつでも留守宅に届けるとし，
「人之無用之世話迄手を懸候と思召も可有之」と結んでいる（32）。絶縁状に近い文面で，同日に伊藤に
送った書翰でも，「九月十四日付にて木戸より一封を落掌仕候処，頗る不平之文意に有之候。定て内
国より種々之小言を申遣し人も可有之哉。…如何して木戸翁如此書状御認有之候哉」と，困惑と憤
りを示している。そして，「四方よりも敵視を蒙実に愚に不堪候間，辞職し一商と相成度」と，下野
して商業に就くことを希望している㈹。3月15日に木戸はベルリンでこの書翰を受け取ったようだ
が，日記には「昨日井上世外，杉，猿村の書状留守状等達せり」とあるのみで，感想は示していない
（鋤。その後の両者の関係は特に変化がないので，木戸は例の一時の痛癩と考えたのか，予定外の長
期外遊という自らの立場から井上の苦衷を汲み取ったのであろう。
　5月2日になり，留守政府は正院の権限を大幅に強化して各省事務への介入を可能とする太政官制
の大幅な改定を行った。その意図は大蔵省の権限を抑制することにあり，井上は租税頭の渋沢栄一と
ともに憤然として職を去った。木戸が帰国したのは，それから二ヶ月以上を経た7月23日だった。井
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上は尾去沢銅山を買い叩き同様の手段で手に入れ，さらに転売して莫大な利益を獲得し，横領に近い
として司法省の追及を受けることとなる。一方木戸は帰国後に人力車から落車して体調不良が悪化し
閣議に参加できなくなる。征韓論政変の時は長州閥の手綱を引き締めているが，大久保と親密になっ
た伊藤が主導的役割を演じることとなる。政変後に参議兼文部卿となったものの，同年末に提議され
た家禄への課税を阻止できず，政局の主導権は内務卿大久保を中心に，廃藩前は木戸の傘下にあった
大隈と伊藤が，それぞれ大蔵卿，工部卿として政権を支えることとなる。そして，台湾出兵が強行さ
れると木戸は下野し，井上とともに協同会社や先収会社の経営に関与して山口県士族の統制と救済に
奔走している。
おわりに
　ほぼ紙数を費やしたので，ここで検討をひとまず終える。ただ，以後の木戸と井上の動きについて
は研究も多く史料も諸書に引用されているので，あくまで概略的に述べる。
　台湾出兵は，一時は日清開戦の危機を招来したものの駐清イギリス公使ウェードの仲介で「平和
的」に解決した。11月10日，木戸は井上に清国との葛藤が治まり，実に国家の幸福だが，「已後は外
征だの何のと内国之有様を不顧むやみの事を不致」よう切望すると述べ，償金の額は不明だが，会計
上の損益も人民に公表すべきだと大久保たちに苦言を呈している（35）。同日，井上も木戸にt北京談
判の解決は怪我の功名というべきで，今後も勢いを外に求めるなら人民は立つ瀬がないと論じた（36）。
さらに12月1日には，今回は大久保もよき修行となっただろうが，期を失わず「芋論」を圧倒すべき
だとし，小室信夫らと同船したが，大阪で越年し板垣と会談されたいと述べた（37）。ここから大阪会
議に向けた動きが始動する。大久保も昨年来の綱渡り的な激務の疲れを関西で癒していた。11日に木
戸は即時上阪の要望に対して猶予を求め，大久保ら「白面威張先生」に会うは滅入るなどと述べてい
る（38）。これに対して井上は18日に，重ねて早々の来阪を望み，板垣と木戸の論を折衷し，十分に権
限を政府に残して議院を開くべきだとの持論を述べた（39）。12月25日に木戸は伊藤に上阪を決意した
と伝え，「弟之素願は何卒此度は相果し度」と述べつつも，「大久保之ねば口はいまより心配仕居候」
と愚痴をこぼしている（40）。木戸は明治8年1月4日に下関を発ち，6日に大阪に着いた。その後の
政治史は，木戸の切望する漸次立憲政体樹立にむけた体制が構築されるものの，板垣の急進論と大久
保の主導権に挟撃され，とはいえ政府からの脱却も許されず，脇役的な地位に甘んじることとなる。
一方，井上は江華島事件をうけて「黒田之副官と相成己之名誉も打捨只々平均論より心を曲」（41），日
朝修好条規締結に寄与するが，帰国後は長期外遊に向かう。そして，異国の地で西郷，木戸，大久保
ら維新三傑の死を知ることとなる。大久保の死後，井上はただちに帰国し，内務卿となった伊藤の後
任として参議兼工部卿として枢要な地位につき，松方財政を背後で支え，さらに外務大臣として鹿鳴
館外交を主導するなど維新第二世代の元勲としての地位を固めていく。
　木戸と井上の書翰の双方を付き合わせると，年齢の近さもあってか，遠慮会釈のない筆致も散見さ
れるが，その分，相互の本音が率直に語られる場合が多い。とくに『木戸孝允関係文書』に収録され
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た井上の書翰は，政治向けの情報のみならず，本論ではあえて紹介しなかったが，女性などに関する
私的な話題なども少なくない。たとえば「御約束之ぶどう酒六本差出し申し候。何卒御用ひ被成候
而，嗅婦を酔に乗し御狙撃は御用捨可被下候。此度細君馬関に御打置被成候は何ぞ御見込有之事と被
察候」といった具合である（42）。伊藤とは違った角度から木戸の実像に迫ることで，よりリアルな彼
の国家観や将来構想さらにはリアルな実像を伺い知ることができるといえよう。なお，井上がどの
ようなかたちで木戸の衣鉢を継ぎ，それが伊藤による明治国家建設のプランニングにどのように作用
したのかについては，さらに今後検討を加えていきたい。
註
（1）高橋秀直「幕末維新の政治と天皇』（吉川弘文館，2007年）231頁。
（2）末松謙澄「防長回天史』上巻（柏書房　1967年復刻）273頁。
（3）前掲，高橋秀直『幕末維新の政治と天皇』162頁。
（4）木戸孝允文書研究会編『木戸孝允関係文書』第1巻（東京大学出版会，2005年）313頁。
（5）同右，313頁。
（6）同右，315～316頁。
（7）同右，318頁。
（8）同右，339頁。
（9）同右，340頁。伊藤博文関係文書研究会編『伊藤博文関係文書』四（塙書房，1976年），183頁。
（10）『木戸孝允関係文書』1，343頁。
（11）同右，345頁。
（12）同右，348頁。
（13）『伊藤博文関係文書』四，197頁。
（14）『木戸孝允関係文書』1，343頁。
（15）同右，352頁。
（16）伊藤博文関係文書研究会編『伊藤博文関係文書』一（塙書房，1973年），127頁。
（17）『木戸孝允関係文書』1，353頁。
（18）『木戸孝允文書』四（日本史籍協会，1930年）169頁。
（19）『木戸孝允関係文書』1，354頁。
（20）『木戸孝允文書』四，215頁。
（21）松尾正人『木戸孝允』
（22）『木戸孝允文書』四，249頁。
（23）同右，271頁。
（24）同右，273頁。
（25）『木戸孝允関係文書』1，356頁。
（26）『木戸孝允文書』四，347頁。
（27）拙著『明治国家と士族』（吉川弘文館2001年），37頁。
（28）『木戸孝允関係文書』1，358頁。
（29）拙著『秩禄処分』（中央公論新社，1999年），98頁。
（30）『木戸孝允関係文書』L359頁。
（31）『木戸孝允文書』五（日本史籍協会，1930年），6頁。
31
国家構想の展開と木戸孝允
（32）「木戸孝允関係文書』1，364頁。
（33）「伊藤博文関係文書』一，130頁。
（34）『木戸孝允日記』二（日本史籍協会，1933年），333頁。
（35）『木戸孝允文書』五．419頁。
（36）『木戸孝允関係文書』1，372頁。
（37）同右，372～373頁。
（38）「木戸孝允文書』五，447頁。
（39）『伊藤博文関係文書』四，252頁。
（40）「木戸孝允関係文書』1，393頁。
（41）同右，373頁。
（おちあい・ひろき　文学部准教授）
